平成26年度第1回八尾市生涯学習センター学習プラザ運営審議会
日時：平成26年6月24日（火）　午後2時00分から
場所：八尾市生涯学習センター学習プラザ4階　大研修室
出席委員
植野委員、小林委員、正田委員、西寺委員、大西委員、堀委員、中西委員、森委員
高橋委員
欠席委員

小角委員、川崎委員、村尾委員

事務局（八尾市教育委員会）

浦上教育長、伊藤教育次長兼生涯学習部長、杉島生涯学習スポーツ課長、

奥保生涯学習スポーツ課長補佐
指定管理者(（公財）八尾市文化振興事業団）
木村業務執行理事兼事務局長兼生涯学習センター長、川邊学習プラザ事業班リーダー、

日吉学習プラザ事業班チーフ

（次第）

１　開会

２　新委員紹介

３　教育長挨拶

４　案　件

　　　　
（１）平成２５年度　八尾市生涯学習センター学習プラザ事業報告について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・資料１、資料２
（２）平成２６年度以降の地区生涯学習推進事業において実施される現代的課題に関する講座について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・資料３
（３）八尾市公民館設置及び管理条例並びに八尾市学習等供用施設条例の一部改正について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・資料４

（４）八尾市生涯学習センター学習プラザ運営審議会市民委員募集について
５　その他

６　閉会

（会議要旨）
１　開会

２　新委員紹介

　　(略)

３　教育長挨拶

　　(略)

４　案　件

　　　　

（１）平成２５年度　八尾市生涯学習センター学習プラザ事業報告について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・資料１、資料２
○事務局　
（資料に基づき説明）
○委員
取り組みとしては、なかなかいろいろ配慮してやっていただいていると思います。趣味
とか教養を広める、高める、それから、時代の要請に応じたようなもの。また、次の時代を担う、子どもを育てるための取り組み、また、働く者のスキルアップをめざす取り組み、全体として見たときによく頑張っていただいていると思うのですが、委員の皆様方、御質問等ございましたらお願いしたいと思います。
○委員

前も申したことをもう一回確認させてください。２点ございまして、１つ目が、施設利用状況の中で、プレイルームと、視聴覚室の利用率が、１割前後ですよね。このあたりをどんなふうにお考えなのかということをお聞きしたいのが一つと、それから、全体的に社会的課題が盛り込まれているという努力はわかるのですが、全体的に、趣味・教養の部分が多くて、社会的な問題というときに憲法だとかもありますけど、何か八尾ならではの地域課題を取り組むような講座をもう少しやってもいいかなと思ったのですが、この２点はいかがでしょうか。
○指定管理者
まず、１点目の施設の稼働率は、利用状況については非常に我々としても頭が痛いところ
でございます。立地条件ということもございますし、夜間の利用が非常に少ないということが課題となっております。これについては、指定管理者である我々みずからが講座を実施して利用する場合と、市民、住民の方に部屋を貸すという形で、稼働率を高めるということになっております。講座につきましては、我々の人員体制がございますので、できる限り目いっぱい使わせていただいているということでございます。貸し出しについては、駅から少し遠いことと、夜間になると周りも一遍に暗くなるということもございますので、昼間利用者に高齢者の方が非常に多いことから、その辺で利用が伸びないという状況でございます。
その中でプレイルームについては、ここで事業をするというよりも、お子さんを預かる一時保育の形での利用ですので、使い勝手が悪いという状況になっております。視聴覚室につきましては、建てられた約２０年前には、時代の要請に合っていました。しかし、ＩＴの進展によりまして時代に合わなくなり、また階段式の作りとなっておりますので、使い勝手が非常に悪いという利用者からの声もいただいておりますので、何とかフラット化できないか、今、市と施設の改善も含めて協議をさせていただいているということです。この２つの部屋については、利用目的が限定されている、あるいは非常に使い勝手が悪いという形になっております。その他のことについては、先ほど述べましたような形で我々も何とか稼働率を高める努力はさせていただいております。講座では、職員の努力で、目いっぱい講座をさせていただいて、稼働率を高めたい、特に夜間、特に土日の夜間、何とか利用していただけるように頑張っていきたいと思っております。
○委員

　視聴覚室は、インターネットに接続されているんですか。
○指定管理者
　３階のＯＡルームはインターネットに接続している部屋ですが、視聴覚室はそのような
設備にはなっておりません。
○委員

そうすると、部屋の構造そのものに問題があるということで、普通、パソコンが自由に使えるところであったら、利用率は一般的には高いはずなのですが、５年間ずっと１割位というのはやっぱり、仕組み上の問題ということで、今後また考えていただけますか。
○事務局

　視聴覚室の利用率の低迷が、長年にわたる課題であるというのは、市も共有しているところでございます。昨年度、階段式の構造を他の部屋と同じフラットな構造に変えるため、大阪府の補助金の申請も行ったのですが、結果として、補助金をいただけなかったということで、フラット化は実現しませんでした。今後につきましても、財政状況等も見ながら、指定管理者とも協議を進め、施設構造を変える検討を行っていきたいと考えております。ただ、今は現状の階段式の部屋で指定管理者にも頑張っていただいておりますが、なかなか利用率が伸びていないというところでございます。
○委員

できましたら、無線ＬＡＮというか、Ｗｉ－Ｆｉとかが使えるようにしていただいたら、
線がなくてもインターネットに接続できますので、そうすれば少しは利用が上がるのではないかと思います。

○委員
確かにおっしゃるとおり、せっかくある施設ですから、有効利用というのは大事なことだと思います。ただ、研修室は去年に比べて大分稼働率が上がっていますね。一方、プレイルームやＯＡルームは去年に比べて大分、落ち込んでいます。それから、音楽室も落ち込んでいる。和室は、５、６年の中で、２５年度は２０．１％でとても上がっていますね。これからは、もっと計画を立てるときに、この稼働率も念頭に入れて、より稼働するように計画を立てていただいたらと、考えております。どうぞよろしくお願い致します。
○指定管理者　
２つ目の現代的課題のことについてお答えいたします。
確かにおっしゃるとおり、趣味あるいは教養にウエイトをおいたような講座の内容になっております。先程もお話がありましたように、地域課題を学習するような講座を求められている。これも全国的な流れということで、承知しております。
ただ、平成２５年度につきましては、５年間の指定管理の最終年ということがございました。５年間の最初の年にこういう形での事業方針をさせていただき、講座を進めさせていただいておりました。

平成２６年度からは、市の指定管理者募集要項も指定管理者が１００％自由に講座をするということではなくて、指定講座といいまして、２０種類の現代的な課題、あるいは社会的な課題について、５０講座１００回以上やりなさいという形で縛りがかかっております。
平成２６年度につきましては、昨年度、指定管理者として応募させていただきまして内定
を受けたのは１２月の下旬でございます。それまで、市との具体的な平成２６年度の事業を詰めるということができませんでしたので、一応、平成２５年度の流れを中心に進めさせていただいております。ただ、今年度４月当初から、企画会議を立ち上げまして、生涯学習スポーツ課職員にも入っていただいて月２回、今後の事業のあり方について議論をして、計画案を立てるという形で進めさせていただいております。今後は委員の御指摘にあったような指定管理者としてしなければならない指定講座を重点的に進めてまいりますので、そのような時代の要請と合った講座を進めることができることと考えております。以上でございます。

○委員

　社会的課題というのはいいのですが、集団的自衛権だとか、国際的な大きな課題も大事な
のですが、やはり八尾に根差した地域課題を踏まえて八尾の課題を認識できるような形の課
題をやっぱりある程度していただきたいなということで、要望として申し上げます。
○委員
ありがとうございました。今度は私からの質問ですが、つまり、事業というのはまず、計画が立てられるそして、いろいろ練って予算がつく。実施する。その報告を本日いただいているわけですね。この会議を生涯学習センターが、より稼働するように計画の段階から考えてほしいというお願いをしたいのです。というのは、今平成２５年度の事業報告を聞いているわけですが、その計画の段階の資料を見ますと、開催日程が、調整中というものがたくさんあるわけですね。時期的な問題で仕方ないと思うのですが、その結果、具体的にそれがどうなったのか、どういうふうに実施されているか、というのは計画にあって事業報告に出ていないものがたくさんここにあると思いますので、そのあたりの経緯をちょっとお聞かせいただけますか。
○指定管理者
事業については、募集という関係がございますので、特に年間講座あるいは半期講座につきましては、大体、年末ぐらいには計画を策定し募集をかけるという形でさせていただきます。ただ、実際に募集をさせていただく、あるいは講師との打ち合わせの中で、計画通りいかなかったということもございます。我々としては、講座を開催するにあたって、募集人員の４割を切りますと、取りやめるということで市にも了解をいただいております。これは、我々、指定管理者でございますので、赤字を出しますと、我々が、かぶらなければならないという支出の問題もございます。
また、講師との日程の関係で当初予定していた講座ができなかったというようなこともございますので、今、委員がおっしゃいましたように計画どおり全て１００％実施されていることにはなっておりません。ですから、この結果の報告書の作り方ですね、比較ができるというような記載方法が一番、皆さん方には御審議していただきやすいというような気もいたしますので、今後、この報告書のつくり方については、市とも十分協議をしながら、明確に答えられるような報告書にしていきたいとこのように考えておるところです。
○委員
ありがとうございました。確かに計画を見ようと思ったら、前の前の審議会資料を見ない
と、その計画と実施の結果がわからないわけですね。私は、平成２５年３月１９日の平成２５年度の計画、それとあわせて見ているわけですね。だから、今おっしゃったように、ちょっとした資料のつくり方、大変だと思いますけども、工夫していただけたら見やすいし、考えやすいと思います。
新しく講座を開講した分、消えた分もあると思いますが、その中で、新しく開講した講座の中で好評であったもの、または、せっかく開講したが課題があったというものを大体、実態としてつかんでおられますか。そして、特に課題があれば、どう解決しようとしているのか。もし考えがありましたら出していただけますか。
○指定管理者　
平成２４年度から平成２５年度ということですけれども、リフォーム講座ということで、多くの年配者から自宅をリフォームしたいというお声が上がりまして、市とも共催で進めておりました。こちらに来ていただいておりましたリフォームを専門としている団体さんを講師に開催しましたが、講座の後日、リフォームをその団体さんにお願いしたところ、トラブルになりましたということで、市の建築担当課に苦情がありました、という御報告は一度受けております。平成２６年度に関しては、その辺のトラブルも解決していかないといけませんので、検討ということで、一旦、平成２６年度の計画からは外させていただいております。ただ、講座としては、人数も定員来ていただいておりましたのでよかったと思うのですが、ちょっとトラブルになっている事例があります。
○指定管理者　
補足をさせていただきますと、まず、全般的に好評というのは子育てに関係する講座で

す。コモセンス・ペアレンティングやベビービクスは、本当に今、子育てで悩んでおられる方が多いので、非常に好評です。それから、親子で一緒になって取り組む講座を夏休みや冬休みに集中的にやっているのですが、やはり親子で一緒にできるということで、非常に申し込みも多いです。ただ、長くやっていた趣味的な講座については、非常にニーズが低くなってきているということで、平成２６年度に６つの事業を打ち切らせていただいております。それから、パソコン講座ばかり、やり過ぎではないかという意見が多方面から出ておりますので、一般的なパソコン講座ではなくて、パソコンを活用して、障がい者の方や、高齢者の方が就労に少しでも役立つような形の講座にシフトをさせていく方向で事業を実施しているところでございます。
○委員
ありがとうございました。確かにこの資料を見せていただくと、今、おっしゃったように

子どもにかかわるようなものや、健康にかかわる講座なども多いですね。ただ、やっぱり定員に満たないという感じのところもあります。そういうものをよく考えていただいて、また市民のニーズに合うような講座が新しくできるようにお願いします。また、先程、意見がありましたように、地域課題をどう捉えるか、市民のニーズをまたどのように汲みあげるか、その辺も計画をするときの課題になると思うので、引き続きまして、どうぞよろしくお願いいたします。
　　　　　　　
○委員

前回、私から提案させていただきましたのが、現代的課題講座の充実なのですけども、それは生涯学習センターの役割として、職業訓練的な要素を完備させるということで、具体的には就労に直結する即戦力となるような資格が取れる講座の開講を御提案させていただいたのですが、そのときの御解答として、生涯学習センターの役割として浅く広く全ての世代が対象となりえるような講座を行うということを目的にされているということだったと思うのです。その後の深い学びについては、市民団体へ移行していただいて、それがフレンドシップかがやきに登録されている市民団体なのかなというふうに認識しているのですけれども、確かに全ての世代に深く学ばせることは難しいことではあるのですが、その前述の形は裾野を広げたのちに深い学びをできる受け皿、環境があってこそ生きてくるのかなと思うのです。
しかし、フレンドシップの登録団体を拝見しましたが、８２団体中７６団体が高齢者向け
の趣味団体であって、６団体が外国語であって、今後を生きるために学習が本当に必要な人
たちに向けた講座が現状皆無という状況なのかなと思います。では、今後それをフォローできる市民団体の育成支援が大切なのかなとは思いますが、現状は受け皿がなくて育成が間に合っていないのであれば、学習センターのあり方として、世代やターゲットも絞られて全世代とはもちろんいきませんけど、生きるために必要な労働、労働のために必要な学びを提供するのが生涯学習センターの役割であって、そこにある程度絞ってもいいのかなと思います。
講座の比率で見ると、今までおっしゃっていましたけど、高齢者の趣味の受け皿には７６団体の市民団体に加えて老人福祉センターの事業もありますし、生涯学習センターは６０代以下の世代をターゲットとして、就労に直結する生きるために学びを提供するという役割の棲み分けがあってもいいのかなと思います。資格講座の開講は難しいと前回伺ったのですが、大阪市の生涯学習センターでは、簿記講座や社労士講座など通常開講されていると思いますので、単純になぜできないのかなという疑問はありますけど、そちらの点についてはいかがでしょうか。
○指定管理者
　平成２６年度の事業計画については、３月のこの審議会で御説明を申し上げて、御了承い
ただいたところでございます。ただ、全てが固まっているというわけではございませんので、
月２回、企画会議を開催して、現在の実施状況のままでいいのか、またやり残されたことが
あるのではないのか、平成２７年度以降に持ち込むのか、平成２６年度の後半でやるのか、
という形で月に２回生涯学習スポーツ課の職員にもオブザーバーとして入っていただいて詰
めております。

この辺の問題については、一挙にというわけにはいきません。ただし、こちらについては公的な施設でございますので、全世代の方に利用していただくのが大前提でございます。　　　

ただ、高齢者が中心になっている結果は、これは否めないものでございますので何とか修正をしていきたいと考えております。ただ、もう一つの資格講座のことについては、我々としたら、そこまでの考えを持っておりません。中にはそういう形で、手軽にできる、今、一番社会的に問題になっています介護あるいは福祉の資格というような形でいろんなところでされております。あと、一例を出されたように簿記ですね、これは商工会議所が中心になってされているということもございますので、その点も含めて、この生涯学習センター、法的なところではございますけれど、そういうところで、そのような事業が可能かどうかというのは、これからの課題という形で検討をさせていただくということで、御理解のほどお願いをしたいなと思います。以上でございます。
○委員

　先程のプレイルームについてなんですけど、そのお子様を預かられるのは、特別な講座を受講されたときのお子様をお預かりになっておられるのか、それとも全講座の中でお預かりになっておられるのか。高齢者の方が多くなって、できるだけ若い方に講座を受けていただきたいということを言われているのですね、その場合やはり一番子育てのある３０代の方に来ていただきたいと思ったら、やはりこの子どもがネックになってくるのですが、このプレイルームで預かっておられる子どもさんは何歳くらいまでお預かりになられるのか。そして、事業に来られている方の子どもさんも預かっておられるのか、ちょっとお尋ねしたいのですけど。
○指定管理者
一応、子育て関係の講座に関して一時保育付ということで、当方が行っている講座のお子様を預からせていただいております。保育をしていただく方の準備等もございますので、いつでもここの利用者がいつ何どきでも保育を利用できるという形には、今のところさせていただいておりません。あとは、プレイルームの利用に関しては、一時保育ということではなくて、御自身たちのサークルでプレイルームを使って活動されたいという団体は２団体、年間を通して利用していただいているのが実態です。
○指定管理者
プレイルームについて補足の説明をさせていただきたいのですが、今、我々としたら、お子様を預かるということについて、これは社会的な要請という形で必要不可欠ではないのかなと思っております。ただ、皆さん御承知のとおり、八尾のファミリーサポートセンターで、お子さんが不幸にも亡くなって、これは民事裁判だけでなく、刑事訴訟にまで発展したということが新聞、テレビ、マスコミで報道されております。ですから、我々としたら、その辺の体制が十分に整備されてない、特に安くて非常にいいのですが、保育をされている方の報酬が、非常に安い。しかし、責任は非常に重たいということになりまして、こういうことで本当に保育を引き受けてくれる方がおられるのかと思い、我々としたら、追加で保険に入らせていただいております。やはり、最終的に、保障という問題が大きな課題になりますので、わずかな報酬で保育をしていただいている方の少しでも精神的な負担を軽減したいと思い、取り組みをしております。このあり方については、生涯学習センターだけではなくて、文化振興事業団全体として、こういうものを一時保育というような言い方をされておりますが、事業に伴って、小さな子どもを連れて来られた方の面倒を見る体制について非常に真剣に検討をさせていただいていることを御承知いただきたいと思います。
○事務局

先ほどの委員の御質問の中では、何歳ぐらいまでお子さんを預かっておられるかというお話があったと思います。市が行っている事業で先ほど御報告もさせていただいた人権学習講座というのはこちらの施設を使って実施しております。それにつきましては、ＰＴＡのお母さん方も多数御参加いただいておりますので、開催の日時が平日の昼間ということがございます。その辺のことから、小学校に上がるまでの幼児の方につきまして、事前にお申し込みの段階で保育希望をいただいた方について、講座の間お預かりをさせていただいております。その場合には保育士資格を持ったボランティアの方に御協力いただきながら、その時間帯は保育していただいているという形で取り組んでおります。
（２）平成２６年度以降の地区生涯学習推進事業において実施される現代的課題に関する講座について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・資料３

○事務局

（資料に基づき説明）
○委員
説明をいただいて、これに対する御質問があればしていただくということですね。それと
もこういう計画であるということを承知しておくということですか。
○事務局

　今現在、余り実施内容が確定していないのですけれども各コミセンにおいて、このような

状況になっているということをお示しし、今後、その生涯学習センターと各コミセン事業と
の連携というところで、各委員さんにも御承知おきいただいて、当センターの事業運営につ
いて御意見をいただく際の御参考にしていただければということで思っておりますので、
よろしくお願いいたします。
○委員

各地区のコミセンとの連携なのですが、連携は単発の講座に限られるというような考え
方ですか。
○事務局

今、お配りしている資料３につきましては、今年度、地区生涯学習推進事業の実施に当たりまして、これまでの趣味・教養の講座だけではなくて、現代的課題の講座をやってくださいねということでお願いいたしております。それを受けて各コミュニティセンターで実施内容を御検討いただいて、実施していただきます。この講座の中身につきましては、当センターの指定管理者は関与しておりません。
（３）八尾市公民館設置及び管理条例並びに八尾市学習等供用施設条例の一部改正について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・資料４
○事務局

(資料に基づき説明)質問なし
（４）八尾市生涯学習センター学習プラザ運営審議会市民委員募集について
○事務局

（資料配布はないので説明の概略を入れる）
 (５)その他

○委員

現代的課題について、具体的にお伺いしたいのですけども、私は八尾市に生まれて、育ち
も八尾で、友人も八尾の市民ばかりなのですが、その私が身をもって感じる現代的な課題が、資料を拝見すると、ギャップがあると思っているのが正直なところでして、私が肌身で感じる現代的な早急に解決するべき課題だと一番思うのが、ワーキグプアの問題、母子家庭の問題、生活保護受給層の問題、主婦の有資格者が埋没している状況であり、看護師資格や保育士資格を持っていても、現状はそれらの人材が不足しているのに働きに行けないという現状です。このような課題は、少しの学びで解決できる課題なのではないかとすごく思っていて、それらの問題が私の感じている現代的課題だと思います。この資料３を拝見すると、現代的課題というのがどういうふうに具体的な社会問題と、照らし合わせてこういう結果になっているのかなという部分を少しお伺いしたいのですが。
○事務局

資料３でお示しさせていただいている部分については、各コミュニティセンターの運営

協議会で、現代的課題ということで御検討いただいたという部分でございますので、実際こちらから事業実施について各コミュニティセンターに依頼させていただいてから、この実施に至るまで、期間が短く、未定のところが多いという状況です。

そのような状況下で、健康増進や子育て、防犯、防災というような形でテーマを設定していただいておるかと思います。生涯学習センターにおいても現代的課題ということで、市の施策の推進あるいは、御指摘のあった子育て、福祉を含めたそのような分野で指定管理者と庁内各課と連携を図りまして、そういう課題について学ぶきっかけづくりという形で事業の検討をさせていただけるものと思っていますので、よろしくお願いいたします。
○委員

八尾の公民館なのですが、この公民館というのは、社会教育法の適用を受ける公民館なの

でしょうか。

○事務局
御指摘のとおり、社会教育法に基づいて設置しているもので、その整備にあたって、補

助金を受けているというような経過がございます。
○委員

ですが、一方でコミセンの機能もあり、そして、それが学習センターと関連しているとい

うことなのですが、この３つの施設は理念的にかなり違うものですよね。公民館というのは、先ほど労働の話が出たと思いますけども、昭和４９年に、労働省が労働者職業教育をやるという流れで、これまで公民館はほとんど職業教育とか労働者教育やってこなかったのですね。しかし、コミュニティセンターや学習センターになってくると、これは福祉や労働に対して真正面からぶつかりあっていく施設であり、そこにおいて、教育の質がちょっと異なります。公民館だったら２３条の問題で、やってはいけない事業であります。したがって、様々な使い分けができるようになっており、どうなのだろうかというか。もし、コミセンという機能があるとするならば、もう少し地域課題に踏み込んだ、労働の問題を巻き込んだ形で、課題の発掘を徐々に取り込んでいくという方法がいいかなとも思います。生涯学習センターに特化したなら、趣味・教養が中心になるというのもいいと思いますけども、法整備や条例の関係の中で、どういうふうな裏づけがあるのかを少しわかりやすくしていただくと、うれしいなという気がいたします。
○事務局

ただいまの御質問ですけども、もともと八尾市におきましては、中央公民館という組織が教育委員会の中にございまして、その組織は平成６年生涯学習センターができたときに、中央公民館機能と労働会館機能を統合した形で生涯学習センターを整備させていただきまして、その時点で中央公民館という組織自身が改変をしました。それと合わせて地区公民館におきましても、公民館の講座とコミセンの講座という２本の講座を１つの施設の中で取り組んでいたということで、こちらも整備が必要ではないかということになりまして、現在のとおり、コミセン講座に１本化をしたところでございます。ですので、先ほど委員の御発言にございましたようにコミセンの講座として実施するのであれば、労働関係についても取り組んでいくべきではないかと、現代的課題として取り組んでいくべきではないかという御発言だと思います。
本日の審議会で御説明してまいりました現代的課題に関する講座につきましては、平成２６年度、今年度から指定管理者につきましても、各地区のコミセンにつきましても、取り組みを始めたところでございますので、ただいま、委員の皆様から、中身的なものは、まだまだ伴っていないのではないかという御意見をいただいておるところでございます。その辺につきましては、我々もそのとおりだと認識しております。
今年度につきましては、新たな取り組みを始めたということで、指定管理者並びに各コミ
セン運営協議会でその事業の中身も一定、御検討いただいて、実施していただいているところでございます。今後、我々生涯学習スポーツ課としましては、本日の審議会の意見等も踏まえて、指定管理者並びに各コミセン運営協議会にも、働きかけは行っていきたいと考えております。ただ、繰り返しになりますけども、今年度、始まったところで、まだ３カ月しか経過していないということで、内容的にはまだまだ不十分だと思いますけども、本日の御意見も踏まえながら、今後より良い講座になるように取り組んでいきたいと思いますので、御理解いただければと思います。
○委員
整理する方向でお願いしたいと思います。
　　
○委員

私はこの近くの中学校に務めていますが、この講座の中には中学生の内容があまりないのではと思います。小学生に対する講座は何項目か昨年度ありました。なぜ、話を出すかといえば、今年度から学校現場で土曜スクールというのが開催されて、毎週ではないですが、年何回かということで実施します。その影響が生涯学習センター講座の申し込みの中で、例えば、申し込んでいたのに土曜日に欠席する子がいる、あるいは保護者で土曜日に入っていた人が土曜スクールを見に行くので休むなど、何かそのような影響が出ているのですか。

○指定管理者
生涯学習センターの小・中学生を対象にした講座につきましては、学校の授業がございますので学校が休みのときに集中的に行います。春休みはフェスタかがやきがございますので、大体、夏休み、冬休みに集中的に講座をしています。ロボット講座という非常に好評なのですが、中学生を対象にした連続講座を開催させていただいております。また、親子のふれあいということも重視いたしまして、夏休み、冬休みには親子ともども参加していただける様々な講座も開催をさせていただいております。今、夏休み講座については、これから周知をし、募集をかけて７月下旬から８月にかけて夏休み講座を開催するというような予定になっております。
○委員

午前中だけということで、土曜スクールをやっております。もし、普段の夏休み以外で
される場合には、やはり、その時間帯を外してあげていただいたほうが、参加を広げるという意味ではいいのではないかと感じました。ありがとうございます。
○事務局　
土曜スクールの件に関してなんですけれども、今まで土日が休みという前提でした。それ
で土日に開催している講座もあります。講座の中では毎回ではないですが、この日だけ土曜スクールでという声も少し聞いているので、今後、八尾市で、土曜スクールが定着してきてというような話になってくる可能性もあります。そのような場合、また日曜日にさせていただくなど、担当と皆様のお声を拾いながら、また、教育委員会とも協力し、変更等もフォローして考えていきたいと思っております。
○委員　
私も子ども関連にはなるのですが、子育て関係についての講座が盛り込まれて、その受講者数も拝見すると本当に好評でよかったと、すごくうれしく思っております。特にパパの子育て支援講座ということで、お父さんの子育て応援講座について、募集定員に対しても定員いっぱい講座を受けられたということが、すごく、私はいいことだと思います。ただ、これは小さい子どもとお父さんなのですが、できれば小学生、中学生でもいいと思います。男親と言えばおかしいですが、働く人が子どもと一緒になってでき、もっと身近に子どもが感じられたらいいなと思います。どうも子どもに焦点を合わせて、親と子が分離してしまっているのですが、様々な大人とかかわるということが、今の子どもは本当に少ないです。限られたところでしか生きていないなと思うので、そういう意味でたくさんの大人も混じった講座というものを、もっともっと展開できたらいいなと思っております。

最初に稼働率のところでおっしゃったのですが、夜は稼働率が低いというように言われていたと思うのですが、そのような時間帯をうまく活用することも一つの方法としてはあるのではないかと思います。生涯学習というのは、机上の学習だけではなく、やはり、たくさんの人とまじりあいながら、子どもは成長していくので、その機会をどんどんつくってあげて、逆にその子どもたちがある年齢になったときに、また、それができる。受け身ではなくて、してあげられるような成長ということが支援できたらいいのではないかと思っております。
○委員
今の御意見に付随することなのですけども、私は子育て世代で同世代の友人たちもそうなんですが、私の世代と、私の世代以降の世代は共働きが普通になってきていることや、父子家庭というか、父親がメインで育児をして、お母さんが働きに出ている家庭も出てきているような状況です。母親に対する育児支援や教室などはすごく確立されていて、生まれてどうしていいかわからないときに、すぐサポート取れるのですが、父親に対するサポートがなくて、具体的に父親が女の子の赤ちゃんのお風呂の入れ方がわからなかったり、そのようなことからサポートできるような講座が増えていけばいいなと思うのが一点です。
また全然違う視点のお話なのですが、河内音頭の講座について、今、７月に一つ開催されると思いますが、八尾まつりの活性化を願う一市民として、すごくありがたく思います。しかし、もっと回数を増やし、親子で学べたらいいなと思います。提案ですが、私、リトミックに何度か参加させていただいて、すごくよかったのですが、リトミック毎回最後にＮＨＫのいないないばあに合わせて輪になって踊るのですが、あれを河内音頭にすると、親子で河内音頭が学べていいのではないかと思います。
　あと、最後に一点、生涯学習センターさんのウェブページについてなのですが、受けたい講座を調べるという視点ではちょっと見づらいのではという思いがあります。現在、サイト側で講座案内の項目が年間とか半期、中期と大まかに分かれていると思います。あと、開催側には恐らく便利な区分だと思うのですが、受講者側としては、年代やカテゴリ、今、受講可能な講座と、過去にどのようなことが行われていたかなど、そういう区分で検索できる方がわかりやすいのでは。大阪市の生涯学習センターのサイトがすごくわかり易かったので、御参考にしていただければと思います。
○委員
　先ほど中学校の話も出たのですが、小学生向けの講座を見ていますと、英語の講座や親子
の講座が多く、すごく興味深いと思っています。我々もそういうことをもっとＰＲをしなけ

ればいけないと思っています。また、桂と安中に青少年会館が２つあるのですが、同じよう
に夏休みの子どもたちの過ごし方について、かなり学校の授業の補習授業したり、クラブ活
動とかプール指導などしているのですが、なかなか、ずっと継続的にできなくて、こういう
空いた時間を活用していただいて、ぜひ、先ほども出ていました親子で、そして、今のニー
ズに合うような活動を盛んにしていただくと助かりますので、先ほど申しましたように私た
ちもＰＲをしていきますので、どうぞよろしくお願いいたします。
○委員
少し講座から離れるのですが、最近いなくなった子どもたちということで、新聞などで
報道されています。私たちの若いころを考えたら、とても思いもつかないようなことなのですが、小学校、中学校へ就学する子どもたちが住所のところにいない。いなくなった子どもたちということで報道されております。子どもが入学するころに行政の方が行って、亡くなっていたことが発覚したという神奈川県の事件が最近、特に新聞に載っていたと思うのですが、大阪市でも９０名近く、小学校、中学校へ入学する、就学児童が住所のところにいない、どこへ行ったかわからないということなのですが、これも多分、両親やそういった虐待に端を発してると思うのですが、八尾市ではいかがでございますか。
○事務局
今、この場に担当課の者はおりません。教育委員会の学校教育部指導課学事係が担当しております。当然、市長部局と連携を図りながら調査をしております。今、御指摘のように住民票はあるが所在がわからないというようなことや、あるいは住民票がなくなっているなどというようなこともございますが、今のところ指導課で調査している分については、そういったものは私自身聞いておりませんし、当然、就学前、小学校１年に入学するときに就学届がございますのでまずは小学校の先生方が調べてございます。
それ以前の就学前、０歳から５歳まで子どもたちにとっては、例えば、市の台帳がある
のですが、それを見ながらというような形で今、調べていると思います。
教育委員会の管轄の中では、基本的には小１から中３までということで、今現在そうい

うことは聞いておりません。

－5－

